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一庖
丁
士
之
穀
〓寄
時
林
配
事
。先
向
二魚
板
本
寄̈
時
。

爾
膝
突
。
箸
刀
一
度
と
り
で
。
刀
先
甕
紙
を
抑
て
抜

ノ箸
。
態
而
板
の
か
ど
を
刀
の
む
ね
に
て
三
度
撫
下

て
。
懸
雨
右
の
膝
を
立
て
左
を
し
き
。
右
膝
は
板
よ

う
六
七
十
程
可
ノ退
。左
の
膝
三
寸
程
退
。次
式
に
箸

を
取
。
左
手
内
外
に
向
て
中
二
つ
ふ
せ
て
。
人
指
指

片
方
の
箸
に
は
さ
む
べ
し
。次
魚
を
す
く
ひ
て
向
の

板
の
下
に
置
。
引
刀
に
て
願
紙
を
一
刀
切
て
。
牛
分

刀
の
方
を
板
よ
う
下
に
刀
崎
に
て
か
き
落
す
。
さ
て

魚
を
刀
と
箸
に
て
取
て
。
ま
へ
に
ひ
き
寄
て
。
板
に

有
紙
を
腹
の
内
に
入
て
。
い
た
よ
う
在
／下
紙
を
箸

に
で
は
さ
み
上
て
。指
の
銹
際
に
し
き
て
魚
の
腹
な

る
紙
を
と
う
出
て
。
下
な
る
紙
に
て
晏
。
刀
と
箸
に

て
か
み
の
は
じ
ノ
ヽ
を
返
し
て
曇
な
り
。態
雨
の
文

字
形
に
板
を
拭
て
。
本
の
盟
紙
の
所
に
直
。
臆
而
魚

の
背
方
よ
り
ま
な
箸
に
て
は
さ
み
て
。水
は
た
け
を

三
度
宛
撫
下
す
。ス
前
の
方
を
三
度
可
ノ撫
。中
を
ば

一
度
可
ノ撫
。
朦
雨
田
よ
り
箸
を
入
て
可
／返
。
ス
如

ノ前
水
は
た
け
を
す
べ
し
。
次
に
水
返
骨
に
箸
を
立

て
。
鱗
三
ロ
二
一
の
刀
を
切
。
次
魚
喉
を
刀
に
で
す

く
ひ
上
て
。箸
を
以
て
は
さ
み
上
。肉
を
お
ろ
す
。聴

雨
向
に
置
。
引
箸
刀
に
て
魚
頭
を
向
の
板
の
角
方
ニ

は
り
頭
に
置
。引
刀
に
て
魚
を
返
て
一
方
の
肉
を
す

く
べ
し
。
懸
而
返
て
向
に
先
の
肉
の
前
一
置
。
引
刀

に
て
中
骨
を
中
程
よ
り
切
て
。刀
手
の
方
の
骨
を

一

寸
程
切
て
。ス
態
爾
二
切
て
・。魚
頭
置
た
る
下
方
・今

骨
を
一
可
／直
。是
を
う
な
も
と
ゝ
云
。此
後
は
記
に

無
／計
。
一
々
有
二相
樽
¨

一式
鯉
二
切
刀
曲
四
十
四
在
之
。
式
草
鯉
三
十
八
。
行

鯉
二
二
十
四
刀
也
。ス
狙
二
切
放
て
競
た
る
敷
十
二
。

置
所
六
め
う
。

一ま
な
ば
し
、
七
の
病
有
。刀
一
五
の
病
。此
内
禁
忌
箸

刀
あ
り
。秘
事
ナ
リ
。
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一魚
鳥
鯉
切
様
。
一
條
院
御
宇
。於
〓紳
泉
苑
・自
／池
鵬

取
ノ鯉
上
所
。
折
節
於
二南
陳
一
藤
臓
入
自
負
矢
援
出

二
射
虎
。泄
内
裏
南
殿
落
ノ庭
。鳥
魚
．取
組
テ不
／放
。

是
則
奏
聞
。公
卿
殿
上
祗
候
有
シガ．
推
隆
卿
見
／之
切

出
毛
包
丁
叶
二
叡
覧
“
寝
ノ形
事
ナ
ケ
ン
ド
モ
。
次
〓

依
／墨
出
之
。
自
今
以
後
人
数
時
。
此
手
ヮ不
／可
ノ有

′樽
。
自
二家
本
・外

へ
出
ル事
是
始
也
。
能
々
可
／秘
。

不
ノ可
二聯
爾
一若
柳
爾
ナ，パ
大
明
紳
可
ノ叢
二御
罰
。̈可

ノ有
・・口
樽
“

一通
の
寸
法
事
。在
〓形
。板
′長
ご
一尺
〓
寸
五
分
。廣
サ

ニ
尺

一
寸
五
分
。
厚
Ｉ
一寸
人
分
。
足
′高
ゴ
一寸
五

分
。足
′廣
十
四
寸
三
分
。厚
Ｉ

寸
八
分
．

一足
付
事
。切
口
よ
う
三
寸
。傍
よ
う
七
分
。

一包
丁
刀
の
寸
分
。
長
自
〓目
援
穴
・上
九
寸
。
な
か
ご

の
分
は
四
寸
。鉄
朴
木
な
り
。

一箸
の
長
十
一
尺
二
寸
。
手
形
四
寸
．
切
か
む
き
め
め

う
。崎

一
寸
三
分
こ
が
す
。

一魚
箸
の
本
。
つ
げ
。若
つ
げ
な
く
ば
山
極
。是
は
式
箸

の
事
也
。
膳
部
方
ニ
ハ
何
に
て
も
用
木
を
可
′
用
。
ス

此
狙
は
御
前
包
丁
の
寸
尺
な
う
。
膳
部
方
の
用
に

は
。此
尺
よ
う
内
を
以
て
可
ン作
。在
・一口
樽
“

一包
丁
箱
の
寸
。
長
三

尺
二
寸
七
分
。
叉
廣
ゴ
一寸
五

分
な
う
。

一包
丁
士
可
二如
木
烏
帽
子
式
調
度
懸
可
二裏
打
・。大
ロ

可
ン重
ノ袖
。
衣
文
者
鯉
。
紫
革
可
二開
結

有̈

一̈日
個
”

専
就
儀
時
若
可
ノ
用
之
。
几
厄
丁
之
道
雖
ノ鶯
〓相
樽
一

不
ノ存
〓深
道
・者
。或
鷹
如
ノ翅
二山
雲
“或
如
ノ守
〓犬

只
星
“是
以
澤
二
此
譜
“
雖
二舞
／
持
向
′
師
。
深
道
不
ニ

相
樽
・。
牧
人
有
春
日
大
明
紳
の
可
ノ漏
二御
誓
・
永
可

／
生
二智
悪
・者
。此
於
以

一
心
生
記
置
也
。傷
包
丁
髄

鵬
口
碑
雖
ノ如
〓雲
霞
・。
徒
返
二財
用
“
無
二特
故
。̈霧
ニ

末
代
・記
置
。深
洩
出
／
是
。能
々
可
〓心
得
・事
也
ｃ
一

一
可
／秘
々
々
。

一生
霧
料
理
之
事
。
先
作
候
て
酒
甕
を
懸
て
置
。
汁
は

吉
味
暗
を
こ
く
し
て
。
能
か
へ
ら
か
し
て
。
煮
出
を

後
入
候
機
に
し
て
。
座
数
の
外
に
よ
う
鳥
を
入
候

輔
い哺
聯
競
癖
群

す
ひ
く
ち
は
柚
を
入
て
吉
也
。

¨
生
自
鳥
料
理
は
。
作
候
て
薄
酒
菫
を
懸
で
。
味
噌
に

出
を
入
て
。
か
へ
ら
か
し
て
鳥
を
入
候
也
。
但
乙
ゝ

は
何
に
て
も
時
々
の
物
を
入
候
也
。う
ど
京
東
は
酒

に
で
煎
て
加
て
も
吉
。ス
も
み
豆
腐
を
湯
に
に
し
て

も
吉
な
り
。

一菫
自
鳥
料
理
之
事
。
先
作
候
て
能
程
に
盤
を
出
て
。

餘
♭
あ
つ
か
ら
ぬ
湯
に
て
洗
。
し
ぼ
う
で
酒
を
懸

候
。
汁
は
す
ま
し
味
晴
少
と
き
程
に
し
て
。
煎
出
し

を
後
に
さ
し
て
。
下
地
を

か
へ
ら
か
し
て
能
入
候

也
。
何
に
て
も
加

へ
て
吉
也
。
但
み
や
ラ
が
ふ
さ
と

も
湯
に
を
し
て
吉
。
椎
茸
も
能
な
う
。
何
色
に
て
も

二
色
程
加
て
吉
也
。

一鰹
鳥
肴
の
時
。同
は
古
酒
に
て
洗
め
げ
て
煎
也
。

一願
鳥
汁
の
時
。
荒
作
を
し
て
能
題
を
出
し
て
。
洗
候

て
後
小
作
を
し
て
水
に
つ
け
て
。
か
げ
ん
吉
時
分
湯

か
き
候
て
。
酒
を
か
け
て
す
ま
し
を

か
へ
ら
か
し

て
。
鳥
の
酒
を
し
ぼ
り
出
し
て
入
候
也
。
但
吸
日
は

胡
椒
吉
也
。

一具
雁
料
理
之
事
。作
候
て
酒
を
懸
。
汁
二入
候
時
。
な

ま
ぬ
る
湯
の
少
め
た
ヽ
か
な
る
に
て
ゆ
が
き
。し
ぼ

り
て
入
候
也
。
ス
す
ま
し
に
足
骨
を
入
て
。
煎
じ
出

し
を
も
別
に
し
て
後
に
さ
す
な
り
。ス
別
の
鍋
に
て

解
が
い
む
ね
の
皮
を
取
て
。酒
煎
に
し
て
ｂ
り
付
た

る
皮
を
能
取
て
。
英
跡
を
煎
候
て
。
す
ま
し
を
入
て

鳥
を
入
候
也
。
二
に
は
夏
茶

せ
う
な
ど
を
加
て
音
。

但
吸
口
胡
椒
な
り
。但
菫
鳥
鶴
な
ど
も
同
前
也
。

一生
青
鷺
料
理
之
事
。
作
候
て
三
度
湯
が
き
。
酒
に
で

付
て
。
古
味
噌
乙
ぐ
し
て
か
へ
ら
か
し
て
。
出
し
候

時
し
ぼ
り
候
て
。
に
だ
し
を
も
さ
し
て
吉
。
但
古
味
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嗜
の
時
は
。
い
も
の
す
ひ
き
を
酒
に
て
煎
て
入
候

也
。
ス
す
ま
し
み
そ
の
時
は
。
な
す
び
を
酒
煎
に
し

て
も
吉
也
。
但
維
茸
著
荷
な
ど
も
能
也
。
吸
回
は
柚

胡
椒
の
内
し
か
る
べ
く
候
也
。

一肥
生
鳥
の
事
。
作
候
て
薄
酒
を
懸
て
。
ふ
く
さ
み
そ

を
乙
く
し
て
。
か
へ
ら
か
し
て
入
候
也
。
但
み
つ
ば

ぜ
り
を
湯
に
な
し
て
も
吉
。ス
生
機
茸
ふ
き
な
ど
又

は
焼
豆
腐
な
ど
を
加
て
吉
也
。

一雉
の
青
か
ち
の
事
。如
ノ常
別
候
て
作
り
。酒
を
か
け

す
候
。
則
わ
た
を
念
の
入
す
ご
き
。
能
々
た
ゝ
き
候

也
。
其
後
鍋
に
て
豊
を
煎
候
て
。
其
跡
に
右
の
わ
た

を
か
う
ば
し
く
成
程
煎
候
て
。
す
ま
し
の
汁
を
入
。

則
煎
出
を
も
入
。
に
た
て
候
時
鳥
を
入
候
也
。
但
乙

に
は
夏
楽
う
ど
な
す
び
豆
腐
。何
も
時
の
物
を
酒
に

て
煎
候
て
。
汁
も
う
候
時
少
づ
ゝ
入
候
て
。
上
汁
を

か
く
る
な
う
。
偉
酒
盛
は
古
酒

一
段
上
々
也
。
吸
口

に
は
胡
椒
柚
な
ど
能
候
。
製
は
右
の
煎
感
を
鳥
入
ざ

七
百
九
十
二

る
先
に
入
候
て
。能
加
減
の
時
鳥
を
入
候
也
。

一野
鶏
は
す
ま
し
味
噌
能
也
。
但
山
の
い
も
。
あ
ま
の

う
。う
ど
。
つ
く
／
ヽ
し
。
右
の
間
な
ど
能
也
。
但
ふ

く
さ
み
そ
の
時
に
は
い
も
が
ら
も
吉
。鳥
に
は
酒
菫

を
か
け
す
し
て
能
也
。
叉
焼
鳥
に
は

一
通
か
け
て

士口
。焼
鳥
を
け
し
胡
椒
山
椒
な
ど
を
加
て
も
す
る
事

有
之
也
。

一鶉
汁
の
時
は
。少
燒
候
て
。
鳥
六
ッ程
に
切
て
。
何
に

て
も
時
の
物
を
加
て
。
ふ
く
さ
み
そ
に
て
吉
也
。
叉

は
焼
候
て
け
し
く
る
み
な
ど
に
て
あ
へ
候
事
も
有

べ
し
。ス
九
な
が
ら
わ
た
ば
か
り
取
て
。く
る
み
。く

う
。け
し
。
は
し
か
み
な
ど
入
て
ぬ
ひ
ふ
さ
ぎ
て
。警

油
に
で
に
し
め
て
。筒
切
に
し
て
も
出
候
也
。

一む
し
な
汁
の
事
。焼
皮
料
理
共
云
。但
わ
た
を
ぬ
き
。

酒
の
か
す
を
少
め
ら
ひ
て
。
さ
か
は
ゆ
き
程
の
時
。

腹
の
内
に
右
の
か
す
を
入
て
。
則
漁
ひ
ふ
さ
ぎ
。
ど

ろ
土
を
ゆ
る
ノ
ヽ
と
し
て
。能
々
毛
の
上
を
泥
に
て

ぬ
り
か
く
し
て
。
ぬ
か
火
に
て
燒
候
也
。焼
機
の
事
。

下
に
漁
か
を
敷
。上
に
も
懸
で
。う
む
じ
燒
に
し
て
。

土
を
お
と
し
候
得
者
。毛
共
に
皆
土
に
，
つ
り
候
を

其
儘
四
足
を
お
ろ
し
。
な
ま
ｎ
る
湯
に
能
酒
。
盤
は

い
か
に
も
か
け
じ
は
し
て
さ
し
候
也
。

一簿
の
汁
は
。
柚
の
葉
を
ま
せ
て
も
み
候
で
。
水
に
て

洗
て
し
ぼ
り
入
な
り
。
ふ
く
さ
味
噌
乙
く
し
て
ｏ
大

根
豆
腐
ふ
き
な
ど
を
も
入
て
能
也
。

一鋼
は
さ
し
み
に
も
す
る
也
。
饉
辛
酢
上
也
。
是
は
夏

の
料
理
姜吉
也
。

一川
触
料
理
の
事
。
但
差
味
は
上
也
。
酢
甕
は
じ
や
う

が
酢
上
な
り
。ス
煎
酒
中
也
。辛
し
酢
下
也
。

一同
汁
は
う
し
ほ
に
上
也
。但
此
料
理
は
三
番
の
自
水

を
い
か
に
も
薄
し
て
。出
し
汁
初
よ
う
入
て
味
嗜
を

袋
に
入
て
。
監
は
初
よ
り
少
入
て
吹
立
て
。
加
威
を

見
る
也
。酒
盟
は
た
ぺ
候
時
に
さ
し
た
る
が
能
也
。

一海
繊
は
汁
に
す
る
は
上
也
。
さ
し
み
は
中
也
。
加
滅

は
右
〓同
断
也
。

一具
燿
汁
は
上
也
。
但
差
味
じ
や
ラ
が
酢
上
々
也
。
饉

様
口
樽
有
。同
煎
皮
は
中
な
う
。

一鱗
の
館
は
。〓
一枚
に
お
ろ
し
。英
儘
盟
を
付
。み
を
堅

し
て
薄
く
切
也
。
是
は
水
出
し
な
く
と
で
も
不
／苦

也
。

一鯉
の
差
味
は
煎
酒
上
々
也
。
幸
し
酢
中
也
。
ス
汁
に

は
ふ
く
さ
味
噌
な
ど
入
て
吉
。加
減
は
右
同
断
也
‘

一鮒
な
ま
す
の
事
。
作
候
て
水
出
し
酒
出
し
。
夏
は
酢

を
多
く
入
て
吉
。
多
は
酢
を
少
し
ひ
か
へ
る
也
。
何

も
な
ま
す
の
加
威
同
前
也
。
但
館
の
日
備
は
。
酢
を

酒
水
出
し
入
合
。
念
を
入
て
き
色
大
事
な
る
加
数

也
。

一生
ざ
よ
う
。同
き
す
は
。さ
し
み
に
も
吉
。叉
め
ぶ
り

で
も
珍
敷
物
な
う
。但
焼
機
は
響
油
酒
を
入
合
で
燒

也
。但
さ
し
み
の
時
夏
は
た
で
酢
上
々
也
。

一養
料
理
は
先
湯
に
て
し
て
。辛
し
酢
に
て
も
し
や
ラ
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が
酢
に
て
も
さ
し
み
に
吉
也
。

一鯰
の
料
理
は
先
切
候
て
酒
を
か
け
。
か
は
ひ
く
程
に

燒
候
て
。
い
か
に
も
ね
ば
う
候
程
。
ふ
く
さ
み
そ
に

て
水
よ
り
入
て
煮
付
て
。後
を
水
を
さ
こ
の
ぺ
候
な

Ｘ
ソ

。

一鯖
料
理
切
候
て
酒
に
付
入
候
時
。湯
か
き
て
あ
げ
て

入
候
也
。但
な
ま
い
も
の
く
き
ち
じ
や
な
ど
を
も
湯

に
を
し
て
も
吉
。叉
山
椒
み
そ
付
て
焼
て
も
吉
也
。

一う
な
ぎ
館
は
警
油
を
薄
く
し
て
魚
に
か
け
て
。少
し

火
執
候
て
切
て
右
同
加
減
に
す
る
也
。ス
は
湯
を
暑

か
に
し
て
拭
で
も
あ
ぐ
る
也
。
是
は
中
也
。
館
は
日

樽
有
也
。

一海
月
館
は
能
洗
候
て
加
減
如
／右
也
。

一日
自
め
へ
は
。
け
し
豆
腐
生
姜
酢
僣
夜
て
。
加
減
次

第
に
酢
を
か
け
て
め
へ
る
也
。是
は
上
々
也
。

一壼
飽
を
め
へ
る
は
。
け
し
豆
腐
を
招
合
て
。
員
の
囃

を
水
に
て
出
し
て
め
へ
る
な
♭
。ス
は
青
大
豆
を
招

て
も
吉
。又
青
く
め
ゆ
る
は
青
辛
し
を
火
取
て
ま
す

る
也
。時
分
に
は
た
で
も
吉
也
。

一の
た
め
へ
館
は
酒
の
か
す
を
能
招
て
。大
豆
の
粉
を

入
て
。
花
鰹
を
招
て
ま
ぜ
て
。
魚
に
酢
を
掛
て
め
へ

る
也
。何
も
高
の
魚
も
如
ノ此
候
也
。ス
は
大
豆
の
粉

な
く
ば
け
し
か
胡
鷹
か
を
入
で
。糟
と
酢
と
酒
に
て

め
ゆ
る
。
ス
ひ
と
し
ほ
青
ぐ
す
る
は
。
青
辛
た
て
櫂

交
う
吉
也
。大
魚
は
中
う
ち
を
燒
て
も
入
吉
事
も
め

ヽ
ソ

。

一辛
颯
。
さ
ゞ
い
は
。み
を
漁
き
で
水
出
し
多
く
入
て
。

響
油
を
入
て
加
減
を
し
て
後
に
煎
也
。

一員
焼
は
水
出
し
と
す
だ
て
と
ま
せ
て
。ひ
と
っ
に
に

や
し
て
吉
也
。
ス
料
理
燒
は
。
員
の
し
た
と
黒
き
胡

席
を
招
変
て
吉
。ス
多
く
ろ
大
豆
な
ど
を
加
減
。右
事

同
断
也
。

一酒
び
て
と
は
何
魚
に
て
も
出
し
酒
計
に
壼
を
入
て

酢
を
少
し
加
る
也
。

ｌ
ｌ
■

●
１
‐
―
↑

一れ
訂
狂
↑
れ
難

一釜
鉾
の
加
減
は
鯛
は
水
出
し
を
入
て
龍
燿
也
。ス
篤

は
水
出
し
と
酒
出
し
と
入
て
能
摺
也
．料
理
釜
鉾
と

は
。
苺
の
粉
を
申
柿
に
入
て
。
ス
少
し
山
椒
の
粉
を

入
て
能
摺
合
て
吉
也
。

一鮪
の
料
理
は
能
々
ご
み
を
出
せ
。其
上
ぬ
か
に
て
み

が
き
。
鸞
め
り
の
な
き
程
に
し
て
。
に
ご
う
酒
に
て

能
煮
候
也
。
共
上
に
如
／常
に
と
を
入
み
そ
を
こ
く

し
て
煮
也
。

一鯛
の
苔
焼
と
申
は
。
わ
た
を
ｎ
き
て
。
皮
を
む
か
す

に
藁
に
て
悠
候
て
。
上
に
壁
土
を
塗
付
。
火
中
に
く

べ
て
焼
也
。
則
口
よ
う
竹
を
指
乙
み
。
竹
よ
♭
書
油

を
さ
し
候
也
。

一同
南
ば
ん
燒
は
。
油
に
て
め
ぐ
る
也
。
油
は
胡
崩
ス

は
ぷ
た
の
回
で
あ
ぐ
る
な
り
。
後
味
晴
汁
を
入
候

也
。

一雁
の
鳥
。自
鳥
同
前
也
。水
出
し
多
入
て
吉
也
。

一雁
の
い
で
鳥
と
云
は
。
足
手
を
落
し
。
水
出
し
と
警

油
に
て
不
ノ切
に
に
て
。食
機
一
薄
切
に
作
也
。

一鴨
。何
も
水
鳥
は
雁
の
加
減
也
。

一鴨
の
い
で
鳥
は
。湯
を
以
て
洗
て
。九
に
鍋
．．入
て
花

鰹
を
入
て
。
酒
と
ｎ
か
み
そ
少
し
入
て
た
く
也
。
食

様
に
薄
く
作
て
。警
油
か
酢
か
又
は
辛
酢
も
食
也
ｏ

一鴨
煎
鳥
は
薄
ぐ
切
て
よ
く
鍋
に
て
英
儘
い
る
也
。但

後
に
響
油
酒
を
指
て
吉
也
。ス
時
分
に
よ
り
て
は
青

薬
芹
な
ど
を
入
て
も
吉
也
。何
大
鳥
小
鳥
同
前
也
。

一め
ふ
♭
員
は
警
油
に
て
九
に
に
て
。少
油
で
だ
す
事

も
有
。好
次
第
に
吉
也
。

一宇
治
丸
か
ば
や
３
の
事
。
九
に
め
よ
り
て
後
に
切

也
。
警
油
と
酒
と
変
て
付
る
也
。
ス
山
椒
味
嗜
付
て

出
し
て
も
吉
也
。

一ふ
ぐ
汁
料
理
は
差
合
有
候
故
。
取
捨
仕
候
也
。
但
し

き
み
の
木
ス
は
古
屋
の
煤
堅
嫌
べ
し
。

一鯛
は
湯
に
で
は
め
ら
は
す
候
也
。

一同
う
し
は
に
の
事
。右
鱗
の
ご
と
く
也
。



参
第
〓
百
六
十
六

一各
は
生
姜
酢
に
て
も
辛
酢
に
て
も
。鯛
を
少
し
暑
か

に
し
て
一
返
加
減
す
る
也
。但
出
す
時
花
鰹
を
上
に

置
て
書
也
。是
は
則
霜
降
と
云
る
料
理
也
。

澪
請
物
之
覺
。

一
乙
ぶ
汁
料
理
は
先
火
執
候
て
其
儘
水
．̈入
て
。
後
に

能
比
に
切
候
て
よ
う
。
響
油
に
て
も
水
出
し
に
て

も
。
粒
山
椒
を
入
て
燒
之
ば
。
一
段
と
業
に
成
候
由

言
樽
候
也
。

一う
ど
ん
豆
腐
料
理
は
常
に
は
は
そ
ぐ
切
て
湯
に
な

し
て
。
警
油
に
■
椒
胡
椒
を
入
て
吉
也
。
但
別
流
に

は
。
作
機
薄
く
細
く
長
き
機
に
有
之
。
湯
に
に
口
樽

め
，
。

一め
ん
豆
腐
と
云
は
。
一一寸
計
に
切
て
。
湯
に
を
し
て

さ
ら
に
入
て
。
業
上
二
く
す
だ
ま
♭
を
か
け
て
。
同

け
し
山
椒
の
粉
く
る
み
の
み
を
上
置
に
す
る
也
。

一と
や
豆
腐
と
云
は
。
少
火
執
て
水
出
し
に
で
に
る
。

則
山
椒
の
粉
を
ふ
り
で
出
す
な
り
。

一ふ
や
こ
ん
や
く
。と
，
ふ
。何
も
高
の
構
進
物
。油
に

て
あ
げ
て
も
吉
也
。但
澤
請
物
は
日
に
よ
♭
で
す
る

也
。

一な
つ
と
う
汁
の
事
。と
う
ふ
い
か
に
も
こ
ま
か
に
切

て
。
ぐ
き
な
ど
も
乙
ま
か
に
初
て
。
ふ
く
さ
味
噌
に

て
能
々
立
て
。
す
ひ
く
ち
を
入
候
也
。
但
‘
き
は
出

し
機
に
入
て
吉
也
。
な
つ
と
う
の
は
じ
や
ラ
は
如

／常
ね
せ
て
吉
也
。


